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	応用
	抗原情報
	背景
	アポトーシスは、哺乳類の発生過程において、毒性のある細胞や不要な細胞を除去する細胞死のプロセスです。アポトーシスのプロセスは、細胞と核の収縮と断片化、そして染色体DNAのヌクレオソーム単位への分解を伴います。DNA断片化因子（DFF）は、40 kD（DFFB）サブユニットと45 kD（DFFA）サブユニットからなるヘテロ二量体タンパク質です。DFFAはカスパーゼ3の基質であり、アポトーシスにおけるDNA断片化を引き起こします。DFFAがカスパーゼ3によって切断されると、DFFが活性化されます。切断されたDFFA断片は、DFFの活性成分であるDFFBから解離します。DFFBは、アポトーシスにおけるDNA断片化とクロマチン凝縮の両方を引き起こすことが分かっています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの選択的スプライシング転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2008年7月],機能:カスパーゼ活性化DNase（DFF40）の阻害剤。,PTM:カスパーゼ3はDFF45を2箇所で切断して活性因子を生成する。,PTM:DNA損傷時にリン酸化される（おそらくATMまたはATRによる）。,類似性:1つのCIDE-Nドメインを含む。,サブユニット:DFFAとDFFBのヘテロ二量体。,
	研究分野
	アポトーシス阻害;ミトコンドリアアポトーシス;アポトーシスの概要;
	画像データ
	

	DFFA抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	DFFA抗体を用いたJurkat細胞、293細胞、およびHeLa細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：1000希釈のICADポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析
	

	1：1000希釈のICADポリクローナル抗体を用いた3T3細胞のウェスタンブロット解析

